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説

苑

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

.

第

十

一
.一巻

(
第

「
號

一
五

四
)

一
五

四

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

(生

計

調

査

を

論

ず
一

綾

篇
)

「

汐

見

三

.

郎

、

第 第 第 第四
、三 二 ー

生
計
調
査
の
重
要
な
る
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。

獲
見
の
.上
に
必
要
躍
る
所
以
は
、

重
要
な
る
所
以
を
説
明
し
て
置
か
う
。

近
代
の
生
計
調
査
は
實
に
資
本
主
義

の
所
産
で
あ
る
。

罰

籍

調
査
暴

}磯

畿
.
.

一

輪

市
小
學
校
教
員
生
計
調
査
}水
難

第

三

京

都

市

小

學

校

教

員

生

計

調

査

一

京
都
市
小
學
校
激
員
研
究
の
重
要

其
私
脛
濟
上
、
国
民
輕
濟
上
、
財
政
上
、
肚
會
生
活
の
法
則

今
更
繰
返
す
必
要
も
あ
る
ま
い
。
ロ
ハ此
所
に
は
生
計
調
査
が
肚
會
問
題
上
特
に

從

っ
て
生
計
調
査
の
議
論
に
は
縄
え
†
資
一本
主
義
時
代



ご
云
ふ
背
景
を
頭

に
置

い
て
考
を
進

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
主
義
は
其
弊
害

ε
し
て
富
の
集
積
を
不
公
平

に
し
貧

富
の
懸
隔
を
甚
し
く
す
る
傾
向
を
有
し
て
み
る
、
ひ

い
て
は
脛
濟
上
有
産
者
階
級

ど
.無
産
者
階
級
ε
の
差
別
を
生

じ
、肚
會
階
級
の
問

に
不
健
全
な
關
係
を
惹
起
す

る
の
で
あ
る
。
生
計
調
査
は
肚
會
の
實
情

に
最
も
鋭
敏
で
あ
る
、

從

っ
て
肚
會

に
不
健
全
な

る
關
係
の
存
す
る
以
上
、
生
計
調
査
の
使
命

ε
し
て
赤
裸

々
に
傳

へ
之
が
合
理
的
解
決

を
促
さ
す
ん
ば
止
ま
な

い
。
資
本
主
義
の
獲
達
せ
を
所
、
肚
會
階
級
問

に
不
健
全
釁
る
關
係
の
存
す
る
所
、
凡
て

肚
會
問
題
の
獲
現
地
で
め
b
且

つ
生
計
調
査
の
対
象
ε
な
る
の
で
あ
る
。
oっ
。
三
訣
が
、
或
肚
會
階
級
の
無
産
者
化

な
る
現
象
が
現
は
れ
始
め
て
近
代
的
生
計
調
査
が
起
る
、
ご
云

っ
た
の
は
全
く
此
間

の
消
息
を
傳

へ
て
る
る
の
で

あ
る
。
欧
洲

に
於
て
は
労
働
者
階
級
の
無
産
者
化
な
る
現
象
が
顕
著
ε
な
b
し
結
果
、
近
来
生
計
調
査

ε
云

へ
ば

其
謝
象
が
勢
働
者
の
み
に
限
局
せ
ら
れ
て
る
る
観
を
呈
し
て
み
る
。

然
ら
ば
、
我
國
に
於
て
如
何
な
る
階
級
を
劃
象
ご
し
て
生
計
調
査
を
行
ふ
べ
き
か
、
此
問
題
は
結
局
我
國
に
於

て
翼
に
切
迫
し
た
　肛
會
問
題
は
如
.何
な
る
階
級
を
中
心
ε
し
て
起

っ
て
る
る
か
ε
云
ふ
事
に
蹄
着
す

る
。
我
國
現

時
の
肚
會
に
は
階
級
相
互
間

に
種
々
不
健
全
な
る
關
係
存
し
、
か
の
勢
働
者
問
題
婦
人
問
題
も
肚
會
問
題
の
重
要

な
る
も
の

、
一
た
る
事
は
疑
を
容
れ
な

い
。
然
し
眞
に
切
迫
し
た
肚
會
問
題
ε
し
て
は
、
所
謂
中
等
砒
會
問
題
即

ち
教
育

あ
っ
て
資
産
無
き
階
級
の
趾
會
問
題
を
措

い
て
他

に
な

い
の
で
め
る
。
こ
れ
戸
田
博
士
の
夙

に
喝
破
せ
ら

鋤

れ
た
所
で
め

っ
た
。
彼
等
智
識
階
級
は
多
年
の
教
育
の
結
果
充
分
の
教
養
を
備

へ
我
国
中
堅
の
人
物
た
る
べ
き
に

拘
ら
す
、
其
生
活
能
力
の
問
題
に
於
て
は
遺
憾

の
黙
が
少
く
な
い
。
我
国
の
経
済
状
態
は
、
教
育
の
普
及
に
比
す

説

糖

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

第
十
二
巻

(第
一號

一
五
五
)

【,五
五
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五
六

れ
ば
、
其
獲
達
の
歩
遑
々
た
b
し
結
果
こ
し
て
、
彼
等
に
酬
ゆ
る
に
充

分
の
待
遇
巴
安
定
せ
る
生
活
ぜ
を
以
て
す

る
事
が
出
来
な
か
つ
セ
。
戦
聴
異
常
の
物
償
の
騰
貴
に
商
工
業
者
も
農
民
も
勢
働
者
も
等
し
く
鼓
腹
し
た
。
而
も

彼
等
智
識
階
級
は
遂
に
其

分
配
に
奥
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
や
物
儂
の
安
定

に
生
活
の
脅
威
を
売
れ
π
彼

等
は
更
に
失
業
、
就
職
難

の
苦
痛
を
受
サ
て
る
る
の
で
み
る
。
武
者
は
徒
に
権
力
に
反
抗

し
て
自
ら
を
慰
め
、
或

者
は
自
嘲
の
態
度
を
持
し
て
磨
頽
の
生
活
に
耽

っ
て
み
る
が
、
暴
れ
国
家
の
人
物
繧
濟
の
上
よ
り
見

る
も
大
な
る

浪
費
で
あ
る
。
北
新
中
等
肚
會
の
不
安

ご
云
ふ
素
地
仁
凡
て
の
砒
會
問
題
が
培
は
れ
て
る
る
。
勢
働
問
題
ε
云
ひ

劉

婦
人
問
題
ご
云
ひ
皆
背
後
に
新
中
等
砒
會
問
題
の
籍

む
で
る
る
事
は
識
者
の
洞
察

せ
る
所
で
あ
る
。

實
に
新
中
等
肚
曾
問
題
は
我
国
に
於
て
眞

に
切
迫
し
た
肚
會
問
題
で
あ
る
、
從

っ
て
新
中
等
孔肌
會
の
生
活
状
態

を
明
に
し
以
て
其
合
理
的
解
決
案
を
講
ず

る
は
目
下
の
急
務
で
あ
る
。
我
国

に
於
て
生
計
調
査
を
行
ふ
べ
く
ん
ば
、

先
づ
新
中
等
肚
會
よ
b
之
を
始
め
ね
ば
な
ら
蹴
。
厭
洲

に
於
て
勢
働
者
の
生
計
を
調
査
す
る
が
必
要
な
る
蓬
伺
檬

に
、
香
具
以
上
の
意
味

に
於
て
新
中
等
肚
會
の
生
計
調
査
の
必
要
が
我
国
に
存
す

る
の
で
あ
る
。
只
知
識
階
級
は

自
ら
保

つ
事
高
く
し
て
、
家
計
の
如
一

一
家
の
私
事
に
旙
す

る
も
の
を
世
間

に
暴
露
す
る
事
を
潔
し
ε
し
な

い
傾

向
が
あ

る
。
私
は
屡
々
此
計
畿
を
試
み
而
も
失
敗

せ
し
は
之
が
爲
め
で
あ
っ
だ
。

偶
然

の
機
會
で
京
都
市
小
學
教
員
の
生
計
調
査
に
携
は
る
事

ご
な
り
宿
年

の
望

の

一
端
が
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た

も
ご
よ
り
京
都
ε
云
ふ
地
方
的
都
市

の
、
小
學
激
員
ご
云
素
特
定
の
階
級
の
、
生
計
状
態
で
あ
る
。
是
の

み
を
以
て
我
全
国
の
知
識
階
級

の
生
計
状
態
を
推
す

の
困
難
な
る
は
云
ふ
迄
も
無

い
。
然
し

ご
o
o夢

の

P
c
民
2

!

29)・ 長川博士.官 吏の待遇帽 命ず(経済論叢第+巻 第三號4。8-428頁)



研
究

に
野

し

}〈
。
ξ
葺
鴇
。

の

く
。
「π
研
究
が
傾
値

あ

る
が
如

く
.
森
本

博
士

の
概
括
的

研
究

に
黝

し
地

方
的

階
級

的

の
本

研
究

は
叉
濁
自

の
長
所

を
有
し
て

み
る
の
で

あ

る
。

ロ

　

　

私
は
本
調
査
の
長
所

ご
し
て
先
づ
確
魔
性
を
擧
げ
π
い
の
で
あ
る
。
本
調
査
の
士
⊥禮
は
凡
て
皆
現
に
激
職
に
在

る
人
の
み
で
め
つ
て
其
職
務
上
の
關
係
よ
り
す

る
も
虚
言
を
云

へ
な
い
課
で
あ
る
。
次
に
京
都
市
ざ
云
ふ
地
理
的

　

　

　

限
界
ε
、小
量
校
歌
員
な
る
人
的
限
界
に
励
約
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
、比
較
的
同
質
性
に
富
ん
で
み
る
。
京
都
市
は

単
純
な

る
右
袵
で
あ
る
か
ら
、
か
の
近
代
的
商
工
都
市
ご
異
り
、
其
住
民
鳳
同
質
性

の
消
費
生
活
を
迭

っ
て
み
る
。

又
小
里
校
激
員
は
其
家
庭

の
事
情
よ
b
云
ふ
も
、
又
劃

一
的
師
範
漱
育
に
育
て
ら
れ
た
過
去

の
純
麗
よ
り
す
る
も
、

む

　

消
費
の
上
に
於
て
同
質
性
に
富

ん
で
み
る
。
最
後
に
千
二
百
ε
云
ふ
敷
は
可
な
b
の
大
敷

で
あ

っ
て
大
量
観
察
の

　

む

目
的
を
蓬
す

る
に
は
不
足
が
無

か
ら
う
・し
思
ふ
。
従
来
生
計
調
査
の
.治
外
法
権
こ
せ
ら
れ
た
知
識
階
級
が
確
實
、

ゆ

む

む

む

同
質
、
大
敷
の
三
篠
件
を
具
備
し
た
報
告
を
齎

し
、
其
報
告
を
基
礎
ε
し
て
研
究

し
た
の
が
本
調
査
で
め
る
か
ら

鷲
僧
位
多
き
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

二

調

査

方

法

大
正
八
年
十

一
月
の
事
で
あ
る
。
物
償
は
異
常
に
騰
貴
す
な
、
而
も
俸
給
は
依
然
薔
の
釦
一
で
あ
る
、
京
都
市

小
學
校
喪
會
は
之
が
合
理
的
解
決
策
ε
し
て
先
づ
生
計
調
.査
の
必
要
を
威
じ
、
其
目
的
の
遂
行
の
爲
二
人
の
調
査

委
員
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
十

一
月
二
+
日
京
都
市
企
小
學
校
激
員
約
千
二
百
名
に
、
次
の
履
入
記
入
用
紙
ε
支

出
記
入
用
紙

こ
の
二
枚
を
配
付
し
、
十

一
月
中
の
實
蹟
を
記

さ
し
め
、
十
二
月
、↓
日
杢
部
を
取
纏
め
陀
。

説

苑

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

第
+
二
巻

(第
一
號

「
五
七
)

一
五
七



1 支出記入用紙

米 斗 升)代
副 食 物 費
調 味 料
酒 草其 他 嗜 好 品
子… 供 間 食 肇

再
町 。會 費 ・寄 附 金

マ
一 一一　 　.一

供 教 育 費

,

牧人記 入用紙

藪 員 家 族 及 俸 給,

京都市 小事校「(教員

男 女 ノ 別 男 彦
:

配 偶 者 ノ 有 無 有i顛
1

世 帯 主 卜否 ト ノ 別 圭 陰
1

紙 ・歎傑 チ〉款 畑
教 育 期 間 ニ ア ル子 女

小 聖i牌

(8.11)

名)

人

.陣 艦
齢

在 、職 年 数.

本 八 ・.月 攻 総 劉 圓

1本 妻 戸教 員 一 人 二付 一 枚 トシ無 記 名 ㍗ス

2家 族 ノ鍛 八事 宣 上扶 養 シ ツ ・ア ル巌

3大 小 人 ノ匠 別 ・・汽 車 ノ例 二 言ノレ

垂 財 産 牧 人 家 族 攻 入蝕 り立入 リタ ル嫌 ア レ.Fモ 差.

支 ヘ ナ キ限 り成 ルベ ク言巳八 七 ラ レン ユ ト予望 ム

5過 去 ノ本俸 ハ其 當 時 本 市 二在 職 セ シ モ ノ ・ ミ之

チ誰 人 ス

説

苑

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

第
十
二
巻

(第

一
號

一
五
入
)

五
八



唱

十

二
月
下
旬

一
旦
調
査

を
終

b

.
新
聞

紙
上

に
其
結

果
を
獲
表

し

た
。
所

が
或

事
情

よ
b
し

て
十

二
月

二
十
七

円
よ
り
私
が
其
整
理

に
加
は
る
事

ε
な
b

、
大
正
九
年

}
月
末

を
以

て
全
部

の
調
査

を
完
了

し
た

の
で
あ

る
、
本

調
査

の
大
鑑

の
経
過

は
以
上

の
如

く
で

め
乃
。
從

っ
て

調
査
方

法

に
も
多
少
逡
憾

の
黙
も

あ

っ
た
。
..

第

一
調
査

の
主
禮
た

る
漱
員

の
家
族

に
就

て
は
、
人

数
、
大
小

人
の
嘔

別
は
あ

る
が
、
激
員
以
外

の
家
族

の
男

女

性

、
年
齢

に
關

し

て
は
何
等

の
記

入
が
無

い
⑳
で
あ

る
。
其
結

果

か

の

国
轟
色

の
行

ひ
し
如

き
、
人

敷
、
年
齢

、

男
女
性

を
加
味
し
た

◎
⊆醇

を
算
定
す

る
を
得
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

も

ε
よ
り
私
は

国
コ
げq
2

の
人

馬
的

方
法

に

は
鯨

り
戚

服
し
な

か
っ
た
事
で
も
あ

り
、
其
鉄

黙

は
凡

て
整
理

方
法

の
方

面
で
補

ふ
事

ε
し
た

の
で
あ

る
。

第

二
は
調
査

の
客
艘

で
あ
る
。

牧

人
は
本
俸

、
仕
宅

料

、
年

功
加
俸

、
臨
時
手
當

に
限
ら

、
其
他

の
副

牧
入
は

全
然

加
え
な

か

つ
π
。
或

は
此
以
外

に
多

額
の
牧
人
が

め
る
か
も
知

れ
な
い

が
、
激
員

の
職
務

の
本
質

よ
よ

b
副

吸
入

が
あ
る

べ
き
も

の
で
な
く
、
叉
蟹
隈

副
牧
人

あ
b

ご
す

る
も
調
査
が
不
可
能

で
あ

る
か
ら
中
止

し
た
。
支
出

は
可
な
り
詳
細

に
わ
た

っ
て
み
る
。

特

に
米

に

つ
い
て

は
消
費
量

を
も
併

せ
調
査

し
て
置

い
た
。

第
三

は
研
究

方
法

で
あ
る
。
慾

を
云

へ
ば
記
帳

式
方

法

に
よ
b
過
去

の
記
録
を
辿

り

陀
い
の
で
あ

る
が
、

こ
れ

亦
致

し
方
な

い
℃
月
末

†
日
間

に
記

入

せ
し
め
た
の
で

あ

る
か
ら
多

分

貯
-
話
。匿

=夷
9

で
あ
る
ご
は
思

ふ
が
、

何

分
に
も
交

書

に
よ
る
尋
問
様

式

で
あ

る

か
ら

理
想
的

で
は
な

い
。

第

四

に
期
間

ご
し
て

は
十

一
月

の
.
一
箇

月
間
を
探

っ
た

の
で
あ

る
。

か

の

一
箇

年

を
標
準

ε
し
た

も
の
よ
b
は

償
値

は
少

い
が
.
一
週
間

の
調

査

に
比
す

れ
ば
少
し
く
慰

む

る
所

も
あ

る
。

要
す

る
に
調
査
方

法

こ
し
て
は
十
.企
を
期

し
だ
澤
で

は
無

い
が
、
家
政

の
獲
達

し
な

い
且

つ
虚
榮
・一o
の
強

い
我

観

苑

京
都
市
小
串
校
教
員
生
計
調
査
.

錆
十
二
巻

(第

一鵬

[
五
九
)

「
五
九

・



説

苑

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

第
十
二
巻

(第

「
號

=
ハ
0
)

=
ハ
0

國

の
知
識
階

級

に
就

て
、
此

程
度
迄

の
調

査
が
出

來

れ
ば
先

づ
成

功

で
あ

る
。
も

し

ω
昏
自

流

に
満

一
箇

年
間

の

鋤

記
帳
式
方
法
を
断
行
す
る
ε
せ
ば
恐
ち
く
慮
募
看
は
少
敷
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
高
野
博
士
の
論
文
中

に
見

ゆ
る
が
如
一

「
返
て
考
ふ
れ
ば
家
計
調
査
其
者
が
自
ら

「
種
の
陶
汰
作
用
を
な
す
な
り
、
蓋
し
全

一
年
を
通
じ
て

家
計
簿

の
記
入
を
行
ふ
は
到
底
秩
序
あ
り
経
済
の
念
に
富
む
の
家
庭

に
あ
ぢ
ざ
れ
ば
爲
し
能
は
ざ
る
所
な
れ
ば
な

b
、
さ
れ
ば
謝
査
に
慮
暮
す
る
事
其
事
が
己
に
其
家
族

の
適
當
な
る
を
示
す
も
の
ざ
認
む
」

べ
し
ご
の
意
見
も

一

種
の
見
識

で
あ
る
、
而
し
て
高
野
陰
⊥
⊥
ぽ
現
に
其
抱
負
の
.一
端
を
實
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
.
然
し
生
計
調
査

の
目
的
物
は
必
ず
し
も
秩
序
あ
b
経
濟
の
念
の
富
む
家
庭

に
は
限
ら
な
い
、
否
、
か
、
る
家
庭

に
は
生
計
調
査
の

必
要
少
く
、
寧
ろ
無
秩
序
濫
費
の
家
庭
に
生
計
調
査
を
施
す

べ
き
で
あ
る
。
全

一
年
忘
實

に
家
計
簿

を
記
入
す
る

事
其
自
臓
が
其
家
庭

の
異
常
な
る
を
示
し
て
み
る
、
彼
等
は
生
計
調
査
の
報
告

の
適
格
者
π
る
事
は
疑
な
い
、
し

か
も
其
時
、其
所
、共
階
級
の
消
費
状
態
㊨
典
型
に
は
決
し
て
唇
し
な

い
の
で
あ
る
。
是
れ

寓
o
三
選

の
力
説
し
て

れ

み
る
所
で
あ
る
。
此
理
由
よ
り
し
て
、
私
は
調
査
方
法
の
多
少
不
完
全
な
る
は
忍
び
、
成
る
べ
く
多
数
の
報
告
を

求

め
ん
ざ
努
め
た
の
で
め
る
。

一昌

整

理

方

法

、
報
告

は
約
千
二
百
集
ま

っ
た
が
、
不
完
全
の
も
の
を
棄
て
結
局
利
用
し
セ
の
は
千
百
七
十
九
で
あ
る
。
其
中
表

激
員
四
百
四
十
四
人
、
男
敏
員
中
下
宿
せ
る
者
百
三
十
七
人
を
除
き
、
結
局

一
戸
を
構

ふ
る
男
教
員
五
百
九
十
八

人
に

っ
き
圭
ε
し
て
研
究
し
た
。
除
外
し
た
る
女
漱
員
及
び
下
宿
生
活
の
男
教
員

の
研
究
は
別

に
譲

っ
た
。

30鷹 野麟 藁景二騨 聾 繕1衛 計騨 編 撫 罐 鞍
記念最近囎
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盲

/

.

調
査
用
紙
は
収
入
支
出

の
二
に
分
る
、
も
、
在
職
校
名
、
男
女
別
.
世
帯
主

ご
否
ε
の
別
、
家
族
の
撒
の
四
項

ば
両
者
に
共
通
し
て
み
る
か
ら
、
無
記
名
ε
は
云

へ
、
両
者
を
組
合
せ

一
組
の
調
査
を
得

る
事
は
極
め
て
容
易
で

あ
る
。
然
し
用
紙
を
歴
別
し
た
の
は
、
無
記
名
主
義
を
徹
底
せ
し
め
ん
が
爲
め
で
あ
っ
た
か
ら

、
本
※

の
目
的

に

鑑
み
牧
支
組
合
の
方
法
は
全
然
避
け
る
事
ε
し
た
。
牧
人
ε
支
出
己
を
組
合
は
す
事
も
出
來
な
け
れ
ば
、
又
家
族

の
消
費
力
の
軍
位

(◎
琴
㎡
)
を
算
定
し
得
な
い
こ
な
れ
ば
、
薙

に
整
理
は
行
詰

る
の
で
あ
る
。
然
し
天
白
ら
方
法

も
あ
る
、
結
局

O
巴
【o
口
、。。
竃
o
穿
o
甑
.に
よ

っ
た
の
で
あ
る
。

元
來
京
都
市
小
學
校
教
員
は
地
的
限
界
ご
人
的
限
界
竃
に
制
約
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
消
費
の
何
質
性
に
冨
ん
C

み
る
が
、
特

に
異
分
子
淘
汰
の
結
果
益
々
同
質
性
を
獲
挿

し
た
。
も
し
彼
等

の
消
費
生
活
に
差
異
あ
り
ε
せ
ば
、

　

　

む

　

む

む

む

む

其
牧
人
閣
僚
ε
、
年
齢
、配
偶
者
、
子
供
ご
云
ふ
が
如
き
身
分
關
係
ε
が
、
真
因
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
而
も
此
等

の
身

分
關
係
を
示
す
数
字
は
牧
人
關
係
を
示
す
数
字
ε
平
行
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
牧
人
、
年
齢
、
家
族
敷
を

組
合

せ
て
諸
階
級
を
作
り
、
各
階
級
の
清
賛
歌
態
を
調
ぶ
れ
ば
、生
計
調
査
の
目
的
は
貫
徹

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む

む

む

む

の

む

む

む

む

む

ロ

　

む

通
常
は
所
得

の
函
数
ε
し
て
の
消
費
状
態
を
調
べ
る
の
を
生
計
調
査
㊨
目
的

窪
し
て
る
る
が
「
私
は
肢
入
、
年
齢

む

　

む

む

　

　

ロ

　

　

　

む

　

む

　

む

　

　

家
族
敷
の
凡
て
を
合
し
た
者
を

一
膿

ε
し
、
此
等
凡
て
の
者

の
函
数

ε
し
て
の
消
費
状
態
を
調

べ
た
の
で
あ
る
。
暴

れ

一
は
調
査
上
の
便
宜
に
出
で
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
暴
れ
が
人
間
の
自
然

に
適

っ
て
か
る
か
ら
で
あ
る
。
在
職

年
限
が
永
く
な
れ
ば
、
年
齢
も
加
は
り
、
牧
人
も
増
し
、
配
偶
者
も
出
家
れ
ば
、
子
供
も
増
す

、
此
等
の
關
係
を

渾

一
不
可
分
の
も
の
ご
し
て
階
級
を
作
り
、
各
自

の
消
費
状
態
を
調

べ
た
の
が
私
の
方
法
で
あ

る
、
而
し
て
比
周

視

苑

京
郡
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

第
+
二
巻

(第
一
號

=
八
一
}

=
二



,

読

苑

京
都
市
小
畢
校
教
員
生
計
胴
査

甥
十
二
瑠

(第
】
號

=
八
二
)

=
八
二

的
を
達
す

る
爲

め
に
凡

て
十

分
位
敷

の
方

法
を
採

用

し
た

の
で
あ

る
。

ロ

のヨ

む

其
算
定
に
當
り
て
は

に
。
鼠
2

に
倣
ひ
圖
表
法
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
例
を
牧
人
総
監
の
實
敷

に
ε
る
。
先
づ
準

む

　

　

じ

ド

備
手
纏
よ
り
始

め
る
。
小
學
校
激
員
総
数
五
百
九
十
八
人
の
牧
人
金
額
を
調

べ
、
最
高
百
三
十
七
圓
よ
り
最
低
ニ

ヤ

へ

も

ヘ

ヘ

エ

ヤ

ヤ

へ

あ

も

や

ヤ

十

一
圓
に
至
る
蓬
大
小
に
鷹
じ
順
次
に
配
列
し
、
當
該
金
額
の
牧
人
を
有
す

る
人
撒
を
調

べ
る
。
次
に
最
大
牧
人

セ

も

し

カ

も

へ

も

や

ぬ

百
三
+
七
側
の
入
敷

一
入
よ
り
漸
次
小
な
る
牧
入
階
級
に
向

っ
て
加
算
を
行

ふ
、
か
一
て
當
該

金
額
以
上
の
牧
人

カ

う

し

も

や

も

を
有
す

み
人
撒
を
調

べ
、結
局
百
三
十
七
側
以
上
の
入
敷

一
人
よ
り
、順
次
小
額

の
牧
人

の
人
数

に
及
ぼ
し
.
遂
に

　

む

む

二
十

一
圓
以
上
の
人
撒
五
百
九
十
入
人
を
得
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
数
字
を
基
礎

ε
し
て
圖
表
法
に
う

つ
る
の
で

あ

る
。

第

一

圖

表

　

　常談
金
額

の
敢
人
々

攻

入
金
領

有
す

ろ
人

籔

ラ
タ

　

一[0
1

】蔵
因

【
ん

孟

-

[首

」

三

堺己
1

〕
五

一
〇

　
五
-
1
四
〇

」

三

四
〇一

四
五

一西

四
五

吾

莞

E
ロ
ー

丑
紅

一死

蓋
⊥

6

δ
四

杏

-

六
五

・

六
六

六
識
-

苫

轟
.

七
〇一

芸

,

五
四

藍

ー
ー
(
O

・

[云

　

　當該
金
額

取
入
金
額

・

　
.

二
〇
田

畠
E琶三皿四口

翌吾翌春査苫藍

以
上
の
攻

入
海
有
す

ろ
人
数
　
夷

人

五
巻謡五八

四
看

「

三
碧
四
(
(
窒　憂二八

九

三
孟
一八
[

～

一嘗
該
牧
人

+
分
位
歎

・
階
級

ー

ー

1〕DDDDDD
ア65垂32ユ

蛭禿茜魏 ≦窒
O唱OOOOO.五
円 円 円 円 円 円 円

(
中
位
数

〕

goo

Oユ101201901]noMax
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、
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ゴ'

蓼説

苑

京
都
市
小
畢
校
教
員
生
計
調
査

第
十
二
巻

(第
一
號

一
六
四
)

=
八四

第

一
圖
表

に
示

せ
る
如

く
、横
軸

(磐
崇

邑

に
凋

立
攣
藪

(巨

篇

匠
・葺

岳
膏

『
一↓

た

る
吸
入
金
額

を

蓬
り
、

縦
軸

〔。
「α
冒
緯
ε

に
後
腐
愛
敬

⑤
Φ
℃
。匿
。耳

裏
話
び
5

た
る
常
談
金
額
以
上
の
吸
入
を
有
す

る
人
微
を
数

へ
、
坐

標

(8
。
「岳
口
無
Φ
)
を
蓮
繧
し
.て
曲
線
を
作
る
。
次
に
縦
軸
を
十
等
分
し
て
横
軸
に
李
行

に
水
李
線
を
引
き
、
其
水

竿
線
ご
曲
線

こ
の
炎
熱
元
勲
よ
り
横
軸
に
垂
線
を
下
す
、
か
く
て
得
た
る
横
軸
線
上
の
九

つ
の
交
黙
が
求
む
る
所

の
十
分
位
撒

〔阜
9
ω巴

で
あ
る
。
.真
丸
黙
の
中
央
の
も
の
を
特
に
中
位
撒

(
日
a
ド
巳

ξ
名
付
け
全
禮
を
代
表
せ

し
む
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
年
齢

に
も
、
在
職
年
数
に
も
、
家
族
敷
に
も
、
牧
人
合
計
に
も
.
支
出
合
計
に
も
、
牧
人
内
診
に
も
、

支
出
内
鐸
に
も
、
同
様
の
手
績
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

四

整

理

の

結

果

上
記
の
整
理
方
法

に
よ
り
各
系
列
の
激
値
を
知
る
事
が
出
京
た
、
更

に
是
を
ま
こ
め
ね
ば
な
ら

ぬ
。
大
別
し
て

む

む

　

む

む

　

身
分
關
係
、
吸
入
、
支
出
の
三
分
類
ε
し
た
。
而
し
て
身
分
關
係
は
年
齢
、在
職
年
鍛
、
家
族
敷

に
分
る
。
牧
入
は

　

む

共
涙
よ
b
本
捧
、
住
宅
料
、
年
功
加
俸
、
臨
時
手
當

に
臨
刑
し
セ
の
で
あ
る
.。
経
費
の
分
類

に
は
最
も
力
を
鑑
し

も

ヘ

ヤ

ゐ

へ

た
。
其
使
途

の
緩
急
に
慮
じ
第

　
、
第
二
.
畳用
三
生
括
備
に
大
別
し
た
。
第

】
生
活
費
ご
し
て
は
食
物
費
、
衣
服

コ

マ

も

も

や
　

も

も

ヨ

や

あ

費
、
住
宅
費

を
藪

へ
、
第
二
生
活
費
に
は
衛
生
費
、
撤
養
費
、
交
際
費
、
公
課
費
を
含
め
、
最
後
の
第
三
生
活
費

ビ
し
て
は
慰
安
費
を
敷

へ
た
の
で
あ
る
。
第
四
表
が
其
結
果
な

の
で
あ
る
。
勿
論
数
値
の
分
醍
が
各
系
列
に
慮
じ

異

っ
て
み
る
か
ら
、内
鐸
の
合
計
が
全
艘
ε
合
致
し
な
い
場
合
も
あ

っ
花
、
此
恥
に
は
塗
騰

を
重
ん
じ
て
之
を
生
か

し
内
内
鐸
微
字
こ
し
て
は
、
精
細
な

る
按
分
比
例
を
施

し
飽
修
正
数
字
を
採
用
し
た
の
で
め
る
。
米
代
を
示
せ
る
数

●

・

・



、
囁

,

字
の
如
き
も
、
食
勅
費
の
合
計
よ
り
溢

に
按
分
比
鱒
で
計
算
し
た
修
正
数
字
で
あ
る
が
㌃
其
結
果
ε
し
て
液
量

に

も
同
様
の
手
纏
を
施
し
陀
の
で
あ

る
。
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囎
儂
研

樂

沸

醒

舐
　
.

　　=

　

　　楚

齢

∴
一}　

　
齢

　
　

一ゼ

計
(円二

鼕

鼕

八£

葦

一.窄
。二

毒

三
き

寒
.
.

藷

第
四
表
の
結
果
を
見
て
異
様

に
感
じ
る
の
は
吸
入
に
謝
し
て
支
出
が
非
常

に
多
く
、
從
っ
て
不
足
額
が
多
額
に

上

っ
て
み
る
事
費
で
あ
る
。
暴
れ

一
方
増
俸
問
題
ご
關
達
せ
し
調
査
で
あ

っ
た
か
ら
無
意
識
の
内

に
支
出
の
数
字

が
誇
張
せ
ら
れ
た
の
に
も
よ
る
が
、
他
方
牧
人
ε
し
て
は
自
己
の
牧
人
の
み
を
掲
げ
家
族
の
股
入
私
の
故
人
を
除

外
し
た
爲
で
も
み
る
。
散

に
私
は
不
足
の
数
字

に
は
鯨
り
多
く
の
學
問
的
興
味
を
宿
せ
す
、
寧
ろ
支
揖

の
内
課
を

百
分
比

に
て
示
し
是
れ
ご
牧
入
ご
の
關
係
を
明
に
す

る
事
に
努

め
π
の
で
あ

る
。

五

目
口
σq
o
「
の
法
則
`
の
比
較

前
掲
第
四
表
の
月
牧
総
額
の
絶
対
敷
ご
、
當
該
牧
人
階
級
の
主
な
る
生
活
費
の
千
分
比
だ
を
算
出
し
.
第
二
圖

表
を
得
た
の
で
あ
る
ゐ

第
二
・圖
表
を
見
て

一
番

に
氣
付
く
事
は
月
牧
ご
食
費
ε
の
關
係
で
め
る
。
総
脛
嚢
中
食
物

に
封
ず

る
割
合
が
月

牧
九
拾
七
圓
五
拾
銭
の
階
級
に
て
は
三
二
九
%
な
る
に
、月
収
を
減
す
る
に
從
ひ
漸
次
共
割
合
を
増

し
、
月
敗
四
拾

五
圓
五
拾
銭
階
級
で
は
四
七
五
%

に
達
し
て
み
る
事
で
め
る
。
「
家
族
が
貧
困
な
る
に
從

ひ
総
脛
喪
中
食
物
に
封
ず

る
.支
出
の
割
合
増
加
す
」
ε
の

国
霞
色

法
側
は
京
都
市
小
畢
校
撤
員
に
於
て
も
難
癖
に
實
謹
せ
ら
れ
て
る
る
。

更

に
総
脛
費
中
春
品
目
に
封
ず
る
支
出
の
割
合
を
調

べ
よ
う
。

先
づ
讐

餐
瞥

P
掌

戴

F

垂

饗

が
常
に
第

一
位
を
占
め
佳
留
癬

は
第
二
隻

は
策
}二
位
に
在

コ　

り

b
、
三
者
合

し
て
第

一
生
活
費
を
形
成

し
て

み
る
。
他

は

不
同

で
あ

る
が
公
課

は
常

に
第
八
番
目

に
厨

し
て

み
る
。

哉

苑

京
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市
小
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生
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調
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十
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次
・
稼

藩

嘗

3

霧

察

.

.先
垂

解

ぎ
.

寝

路

加
俸

宅

九
。
%
　

杢
ハ鵡

む

　

　

ロ

む

に
下
り
、
最
高

ざ
最
低

ε
の
間

に

一
二
五
.%

の
差

が

あ

る
。
次

に
第

二
生
活

費
は

、
月

牧

㊨
増

加

ご
千

行

し

}
七

む

　

ゆ

　

　

四
%
よ
皇

、蓋

五
%
迄
籍

し
、
杢

%
の
差
で
め
・
。
最
後
に
第
三
生
麺

た
憲

饗

は
・
月

牧
高

方
向

-を

ご
り
三

一
%

よ
り
八
○
%
.迄

、
即

ち
四
九

%
増

し

て

み
る
。

要
す

る
.に
次
の
二

つ
の
事

が
断

言
出
家

る
。

一
、

い
つ
れ
の
家
計

に
於

て
も
維
封
必
要
費

が
最
大
部

分
を
占

め
、
相
対
胚

要
費

は
次

位

に
・在

り
、
奢

侈
費
は
微

少

で
あ

る
。

二
、
月
肢
の
増
加
捧

ひ
、
縄
掛
必
萎

の
割
倉

減
少
す
る
炭

レ
、
相
対
必
舞

、
奢
侈
要
の
青
む
る
割
合
.

は
.漸

次
増

加
す

。

荷
総
経
費

に
…封
ル
各
品
目

に
支

彿

ふ
支

出

の
占
[む
る

割
合
が

、
牧

人

の
増

加

に
伸

ひ
如
何

に
愛

す
る

か
を
表

記

、

す

れ
ば
次

の
如

く

で
め
る
。
.

食
物
費
の
割
合

{衣服
費
の
割
合

住
電
費
の
割
合

衛
生
費
の
割
合
灘臨

苑

牧
人
の
滑
加
に
偉

ひ

ー

ー

減
少
す

不
定

」
大
に
増
加
し
漸
次
減
少
す

増
加
す

少
し
減
少
し
て
智
加
す

不
定
増
加
す

京
都
市
小
學
校
教
員
生
計
調
査

最
高
を
四
芸
%

完
0
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三
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皿
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最
後
の
公
課
は
敵
人
ダ

き
程
増
加
し
て
み
る
が
、
間
接
税
の
数
字
が
加

っ
て
み
な

い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
直

に
租

税
の
負
携

は
公
孕
な
り
ご
断
言
す
る
事
は
出
来
な

い
の
で
あ
る
。

高
田
學
士
は
本
調
査
に
謝
し
精
細
な
る
批

評
を
獲
表
せ
ら
れ
π
。
其
同
質
性
距
到
る
所

に
現
は
れ
だ
結
果
ε
し

お

て
、
國
轟
巴

の
研
究

・し
共

通
黙
を
多
く

存
し
て

み
る
事

を
、
高
調

し
て
ゐ
ら

れ

る
。

第
四

結

論

一
家
は
城
廓
で
あ
る
、
特
に
知
識
階
級
の
家
庭
の
内
部
は
、
猥
り
に
他
人
の
干
侵
を
許
さ
な

い
の
で
あ
る
。
呪

ん
や
知
識
階
級
の

}
家
の
私
の
経
済
に
立
ち
入
る
が
如
き
は
至
難

の
業

で
あ
る
。
然
る
に
生
活

の
腰
疸
臓
、
背
に

腹
を
か
ゆ
る
を
許
さ
す
、
.知
識
階
級
を
し
て
白
籤
的
に
其
秘
密
を
暴
露

せ
し
め
だ
の
で
る
る
。
思
ふ
に
材
料

の
提
、

供
者
の
心
中
は
定
め
し
忍
び
難
き
所
が
あ

っ
π
ら
う
が
、
そ
の
學
問
⊥
益
す
る
多
き
を
見
れ
ば
喜
ぶ

ぺ
さ
で
あ
る
。

調
査
を
終
り
し
は
大
正
九
年
二
月
で
あ

っ
て
、
其
後
巳
に

】
年
を
纒
過
し
て
み
る
。
今
更
事
新
し
く
論
ず

る
の

.

は
六
筥
十
菊

の
.厭
が
し
な
」い
で
も
無

い
。
殊

に
其
當
塒
は
生
活
問
題
が
到
る
所
で
論
議

せ
ら
れ
て
る
π
の
に
、
今

は
企
(
論
壇

よ
b
葬
b
去
ら
れ
て
み
る
ぎ
云
ふ
状
態
で
あ
る
か
ら
、
俗
吏
其
時
期
で
無

い
様
に
思

へ
る
。
然

し
決

し
て
然
ら
す
。
現
今
聲
無

き
は
生
活
の
不
安
去
う
し
儒
め
で
無
く
、・
生
活
の
歴
迫
が
聲
を
獲
せ
し
め
ざ
ち
の
み
、

失
業
、
就
職
難
の
頻
出
せ
る
此
時
機
こ
を
墨

に
重
要
な
の
で
あ
る
。
新
中
等
肚
會
問
題
の
合
理
的
解
決
策
こ
し
て

の
知
識
階
級
の
生
計
調
査
は
、
焦
眉
の
急

ε
し
て
之
を
實
行
せ
ね
ば
な
ら
楓
。
百
千
二
百
の
激
養
み
る
人
々
が
其

種
々
の
生
活

の
態
様
を
傳

へ
た
此
調
査
は
、
.軍
な
る
過
去
の

一
記
録
`
し
て
も
其
償
値
入
で
あ
る
。
瀞)高 田學士=教 員生計調査に就て(啓 明第二櫓第六號19-a=頁)



近
頃
我
国
に
は
國
民
性
、
習
慣
性
の
顕
著
π
る
べ
き
生
計
調
査
に
も
、
国
境
を
無
視
し
肚
會

を
超
越
し
た
る
概

括
論
が
試
み
ら
れ
て
み
る
。
こ
は
非
常
な
る
誤
謬
で
無

か
ら
う

か
。
勿
論
清
費
輕
濟
學
の
獲
達
が
幼
稚
な
る
我
學

界
に
箆
醒
の
鍾
を

つ
く
は
大
に
よ
い
、
さ
れ
ご
米
国
流
の
文
化
生
活
を
、
直
鐸
的
に
我
国
に
移
植

せ
ん
ε
す

る
が

如
き
は
根
本
の
誤

で
あ
る
。
英
国
現
代
の
統
計
學
の
大
家
切
。
琶
建
は
国
情
の
似
た
樹
英
米
両
国
間

に
於
て
す
ら
生

活
費

の
概
括
論
を
試
み
る
の
危
険
を
識
し

め
て
み
る
。
呪
ん
や
風
土
、
女
物
の
塗
然
異
れ
る
我
国
ご
米
国
ざ
を

一

律
に
扱
は
ん
ピ
す
6
が
如
き
鳳
避
け
ね
ば
な
ら
沁
の
で
あ
ろ
。

・

私
の
研
究
方
法
は
も
ご
よ
り
平
凡
で
あ
る
。
軍
に
京
都
市
小
學
校
教
員
の
生
計
状
態
を
其
時

、
其
所
内
其
人
に

適
合
し
た
る
方
法
に
よ
b
調
査
.し
た
迄
で
め
る
。
然
し
此
研
究
方
法
こ
そ
現
今
の
我
国
に
最
も
適
切
な
も
の
で
あ

る
。
私
は
高
田
學
⊥
⊥
ざ
共
に

「
京
都
以
外

の
都
市
、
地
方

に
於
て
も
同
様
な
る
研
究
調
査
が
遂
行

せ
ら
れ
境
遇
改
善

の
叫
び
に
合
理
的
根
隷
を
與

へ
ら
れ
ん
事
を
切
望
し
て
止
ま
ざ
る
」
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
多
敷

の
質
實
な
る
此

種
研
究
を
積
み
、
始

め
て
我
国
民
の
生
活
を
明
に
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
始

め
て
文
化
生
活
の
.

理
想
を
達
し
得

る
の
で
あ
る
。
私
は
繰
返
し
て
云
ふ
、
先
づ
汝
の
脚
下
を
見
よ
ε
。

本
調
査

の
成
る
や
窪
に
京
都
市
小
學
校
教
員
千
二
百
の
諸
氏
の
誠
意
の
結
晶
に
出
づ
、
只
其
研
究
方
法
の
是
非

に
關
し
て
多
少
な
り
ε
も
異
議
あ
ら
ば
、
そ
は
私
の
全
責
任
で
あ
る
。
(九
、
=

、
コ

∀

飢

苑
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